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１．はじめに 
 多摩川水系浅川は東京都日野市で本川多摩

川と合流する一級河川であり，その流域を山間

部に持つ，河床勾配 1/100～1/230 の急流河川
である．そのため，洪水時には河道堆積物が流

出しやすい傾向にあって，河川敷には砂利河原

が広く分布し，植物群落が発達していない箇所

が多い．これらの背景から河川整備にあたって

は，植生に配慮したさまざまな取り組みが進め

られている．当該地区の低水護岸整備にあたっ

ては，「流速に対して十分な安定性をもつ構造

とする・現地の砂利を有効利用する・現地の植

生を回復させる」ことがあわせて求められた．そこで，和田ら

1）により開発された，自然石を表面に出すことにより洪水時の

土砂の衝突に対しても安定なプレキャストコンクリートブロッ

クをベースに，様々な粒径・形状の石材の利用を図るとともに，

植生の回復に対してはブロック間に土砂を充填することで対応

を図った．本稿では，これら現場のニーズをポイントとして，

施工直後から 1年半後の現在に至るまでの現場の変化状況を報
告する． 
 
2．対象河川 
一級河川多摩川水系浅川 

 
3．事例報告 
 浅川の従来工法である現場打ち練石張護岸（写真-1）は，表
面が自然石で覆われているため景観と転石などに対する耐摩耗

性という点で優れた工法といえる．しかし，植生の回復という

点では，土砂を蓄える空間が少なく期待ができない．本現場で

用いた「プレキャスト石張りブロック」（写真-2）は，表面は従
来の現場打ち練石張りと同様の景観を創り出すとともに，プレ

キャストブロック工法であるため，ブロック間に生じる目地部
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図-1 平面図（多摩川水系浅川） 

写真-2 プレキャスト石張り護岸工 

写真-1 現場打ち練石張り工法 

平成19年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第64号Ｆ－７



に現地の土砂を充填することによって，植生のための土壌

分の確保が図れる． 
 写真-3に施工後 6ヶ月（平成 18年 10月）の現場状況
を示す．写真-2 に比較して，かなり植生が繁茂している
ことが分かる．これは，プレキャストブロック間の目地に

充填した現地発生土砂に植生が確実に根付いているもの

である．ただし，この段階では現地は大きな出水を受けて

いない． 
 写真-4に施工後約 1年半（平成 19年 9月）の現場状況
を示す．平成 19 年 9 月，関東地には台風 9 号が来襲し，
浅川の本川，多摩川においては既往最高水位に近い氾濫危

険水位に迫る出水が観測された．浅川においてもピーク時

の水位が約 2.2ｍ程度（図-2）と，低水護岸に設置された
「プレキャスト石張り護岸ブロック」の最上段付近まで水

に浸る水位を記録した．出水直後に現地調査を行ったが，

ブロック間に繁茂した植生は流水の影響で倒されている

ものの，流失にいたるまでの影響は確認されなかった．ま

た，充填土砂の流失についても大きなものは確認されなか

った．これは，写真-5 に示すように土砂の深くまで植物
の根がしっかりと絡みつき,土砂流出を抑止したためであ
る．また，当然のことながら「プレキャスト石張りブロッ

ク」自体の流失はなく，当初の現場のニーズであった「流

速に対して十分な安定性をもつ構造とする・現地の砂利を

有効利用する・現地の植生を回復させる」を十分に満たし

ていることが確認された． 

4．まとめ 
開発当初の「プレキャスト石張りブロック」のコンセプトである転石に対する耐摩耗性，現地発生石のリサ

イクルに加えて，ブロック間に土砂を充填することにより，十分に植生を回復する効果は得られることが確認

された． 
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写真-3 施工後 6ヶ月（平成 18年 10月） 

写真-4 施工後約 1年半（平成 19年 9月） 

写真-5 孔部の土砂に根付く植物 図-2 台風 9号出水時の水位 

護岸ブロックの施工高さ 
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